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　８月３日・４日に横浜パシフィコで開催されたＳＳＨ
生徒研究発表会では、ＳＳＨに指定されている全国118
校（うち終了校２校）が一堂に集まり、事例発表会とポ
スター発表を行った。本校からは、生徒研究制度の一つ
である色素プロジェクトが参加し、ポスター発表を行っ
た。
　ポスター発表では、多くの見学者からたくさんの質問
や多様なアドバイスをもらうことができた。客観的な意
見を聞くことは、実験課題の設定、実験の方法、実験結
果の分析、考察の方法といった基本的な科学的な思考経
路の重要性を再認識するよい機会となった。
　限られた時間での活動であり、本校を含めて、データ
や分析には不完全な部分もあるが、それぞれの学校で
様々に工夫しながら熱心に取り組んでいる様子を体感す
ることができ、生徒にとって良い経験となった。

　全体講演での益川先生のお話を聞くことによって、推
論を肯定するために他の推論を否定する実験を組むとい
う姿勢の実験を学ぶこともでき、生徒にとって有意義な
２日間となった。
　以下は発表に用いたパネルの一部である。
　
　７月17日（土）に名城大学で開催されたスイーパーサ
イエンスハイスクール東海地区フェスタにも、色素プロ
ジェクトが参加し、ポスター発表を行った。発表を行う
色素プロジェクトのメンバー以外に、新たに立ち上げた
スライムモールドプロジェクト、数学プロジェクト、ア
イシュタインプロジェクトのメンバーも参加して、今後
の研究活動の参考とすることができた。
 （文責：石川久美）

ＳＳＨ生徒研究発表会・スーパーサイエンスハイスクール
東海地区フェスタへの参加
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ＳＳＨ東海地区フェスタ2010への参加
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 （文責：色素プロジェクト）




